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論 文 内 容 の 要 旨 
 最近、走行自動車の台数の増加、および重量の増大、さらに耐震上の理由からゴム支承が多用されるように
なった関係上、橋梁、特に鋼橋から発生する振動騒音という周辺環境問題、また橋梁の振動に起因する付属柱
状構造物の振動による疲労き裂が原因の事故が多発している。本研究では、これらの問題に対応するため、振
動騒音の低減、および疲労事故の防止に関して、それぞれ有用な一つの工法を提案している。 
 第１章では、本研究の背景、および鋼橋構造系の振動騒音に対する照査手法の開発の必要性を述べ、本研究
の目的と位置づけを明確にした。 
 第２章では、鋼橋から発生する低周波域構造音に着目し、発生メカニズムから軽量なパッシブ型制振機能部
材の開発までの研究をまとめた。まず、伸縮継手などからの走行振動が伝播して低周波放射音を発生させてい
る鋼橋桁ウェブなどの振動を短時間に減衰させることが、効果的な騒音低減に継がることを明らかにした。つ
ぎに、この研究成果に従って、素材の選定から一連の機能確認実験までのプロセスを繰り返した結果、ブチー
ルゴムと鋼板とを接着した汎用性の高い制振板を振動している部材に貼付する工法が、騒音低減に効果的であ
ることを見いだした。 
 第３章では、橋梁本体が走行車両により常時振動すると、その橋上の付属構造物に振動が発生し、疲労損傷
を引き起こし、事故にいたる可能性があることに着目した。その対策として、大規模な溶接などによる大きな
構造補剛・補強を行うことなく、構造物の寿命を延命できる安価で施工性の良好な工法、すなわち鋼に比較し
て剛性が低く、軽量な紫外線硬化型樹脂のプレファブシートを応力集中部に貼付する補強工法を提案した。 
 剛性が低く応力低減に効果がないと考えられていたプレファブシートを用いたとしても疲労強度が向上する
ことを、小型模型疲労実験、および実物大のF型標識柱を用いた疲労実験を行い、実証した。 
 第４章では、第３章の研究成果を参考に、このプレファブシートが、実際の疲労補強対策に有効か否かを検
証するため、応力レベル別疲労実験を行って、疲労曲線の変化を調べた。この実験により、適用範囲は限定さ
れるが、本疲労補強工法によると、疲労等級１ランクに相当する強度向上が期待できることがわかった。さら
に、き裂発生までの繰り返し回数の向上は見られないが、き裂が進展し構造物が倒壊に至るまでの繰り返し回
数に関しては、延命効果は大であることがわかった。このことから、本工法が事故防止に有用であることが確
認できた。 
 第５章では、本研究の主な成果をとりまとめた。 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 最近、走行自動車の台数と重量の増加、および兵庫県南部地震後は耐震上の関係からゴム支承の多用などの
関係で、鋼橋の振動騒音という周辺環境問題が増加している。また、同じ理由から橋梁付属柱状構造物の振動
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に起因する柱基部の疲労亀裂が原因の倒壊事故も発生している。 
 本研究では、このような問題を解決するために、まず、走行自動車によって伸縮継手などから発生する衝撃
的な振動が伝播して鋼橋桁ウェブなどの振動を引き起こし、それが騒音問題の原因の一つになっていることを
突き止めている。これらの騒音源となる構造部材にブチールゴムと鋼板とからなる汎用性の高い制振板を取り
付けて、それらの振動を短時間で減衰させる騒音低減工法を開発している。この工法の妥当性については、実
験や実施工を通じて明らかにしている。また、騒音の源となっている構造部材の特定の仕方を示すとともに、
施工性から制振板を一辺300mmの正方形としているが，ウェブなど広い振動源には連結板を用いて複数の制振
板を連結すると効果的であるなど、施工方法についても検討している。 
 つぎに、橋梁本体が走行車両によって常時振動すると、その橋上の付属柱状構造物にも振動が発生し、その
応力集中部に疲労損傷を引き起こし、倒壊事故に至る可能性がある問題について検討している。その対策とし
て、軽量で施工性の良い紫外線硬化型樹脂のプレファブシートを応力集中部に貼付する補強工法を提案してい
る。一般に、剛性が低く応力低減に効果がなく疲労強度向上には役立たないと思われていたこのようなプレハ
ブシートを用いたとしても、疲労等級で１ランクに相当する程度の疲労強度が向上できるとともに、亀裂発生
から破断までの寿命はかなり延びて、この補強工法は倒壊事故の防止に効果的であることを、小型模型、およ
び実物大模型の疲労実験を行い実証している。 
 以上のように、本論文の著者は、鋼桁ウェブなどの発振源に制振板を貼付して騒音を低減する制振工法、お
よび付属柱状構造物の疲労亀裂発生箇所に紫外線硬化型樹脂を貼付して亀裂発生から破断までの寿命を延ばし
倒壊事故を防止する一つの工法を開発している。 
 これらの研究成果は、橋梁工学をはじめとし、構造工学の発展に寄与するところが大きい。 
 よって、本論文の著者は、博士（工学）の学位を授与される資格があるものと認める。 
 
 
